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Airwayは舌で決まります！！
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舌はその機能から呼吸器に分類されると言っても過言ではあり
ません。
閉塞性睡眠時無呼吸OSAの病因論に、①解剖学的上気道狭小
化、②呼吸調節系の不安定化、③上気道代償性低下、④低い覚
醒閾値が考えられ、これらが複雑に関連してOSAを発症してい
ます。中でも①解剖学的上気道狭小化、③上気道代償性低下、
には舌がその要因として大きく関与しています。また、摂食嚥下
障害、構音障害などの口腔機能障害も舌機能の異常と密接に
関連しています。
ゆえに睡眠時無呼吸、摂食嚥下障害の治療には舌を理解するこ
とが必須なのです。

今回、舌に関して睡眠歯科の立場から、舌の基礎知識、解剖とそ
の機能、舌機能を改善する睡眠歯科・口腔内装置治療について
解説します。
我々歯科医師が行う歯冠修復、補綴治療、歯科矯正治療など
は、口腔容積に何らかの変化をもたらします。この変化は、舌位
置を変化させ、結果として必ずAirwayに変化をもたらします。
舌とAirwayの関連を知り、舌の機能を高める知識を深めること
は必ず、日常の歯科医療（Airway Dentistry）に役立ちます。

この機会にAirway Dentistryついて
知識を深めませんか？

「Airwayの成状は舌で決まります」セミナー内容


